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論 文 要 旨       
 
 

所属ゼミ 清水 勝彦 研究会 氏名 鈴木 慶 

（論文題名） 
 
 

日本企業における CIO の現状に関する分析と考察 
 
 
（内容の要旨） 
 
 近年、日本企業における IT を取り巻く環境は大きく変化を続けている。デジタル化の進展に伴い、

経営上における IT の存在感や重要性の高まりが叫ばれる中、日本の大企業を取り巻く IT 投資の現

状に対する関心や懸念を出発点に、本研究は開始している。 
 
 そこで、本研究では、情報部門の観点から経営レベルで意思決定を行う存在である、「CIO」(Chief 
Information Officer)に着目する。CIO とは、情報システムや情報部門を統括する役員レベルの責任

者を指す。日本企業の CIO 設置率は、諸外国と比較して低い水準である事を問題視する議論が旧来

より存在している。そこで、本研究では、近年における日本企業の CIO に関する現状について分析

と考察を実施する事とした。 
 
 設定したリサーチクエスチョンの検証のためにインタビューを行う中、筆者は企業ごとの CIO の

職務目的や IT 戦略の方向性に様々な違いが存在する事に気がついた。これまで、CIO は一義的な

定義を前提に議論される対象であったが、CIO と呼ばれる存在の中にも、異なるタイプが存在する

のではないかという新たな疑問を持つこととなった。そこで、「現代における日本企業の CIO とは

一体どの様な存在なのか」と言うリサーチクエスチョンを新たに再設定し、インタビュー内容の分

析と考察を再実施した。 
 
 結果、日本企業における CIO の大きな傾向として「攻めの IT」を重視する CIO と、「守りの IT」
を重視する CIO、二つのタイプの CIO が存在する可能性が見受けられた。業務効率の改善やコスト

削減など、従来的な考え方の IT 投資を重要視する CIO が存在する一方で、テクノロジーの進展に

伴う競争環境の変化対応に向け、自社事業の収益拡大や競争力強化を重要視する CIO も存在するこ

とが、インタビュー分析の中で明らかになった。 
 
 以上の分析を踏まえた、本研究における考察と示唆は大きく以下の二点である。 
 
①「企業における IT 戦略の方向性」と「CIO タイプ」のマッチングは極めて重要である。CIO

の選定に際し、「攻めの IT」か「守りの IT」かと言った、自社の IT 戦略の方向性に適合するタイ

プの CIO を、企業側は注意深く見極め、選任することが極めて重要である。 
 
②これまで、「CIO に求められる経歴」や「CIO に必要とされる知識体系」など、CIO に関する

様々な議論が存在してきた。しかし、今後は、企業業績への貢献アプローチが異なる「攻めの IT」
タイプの CIO と、「守りの IT」タイプの CIO の存在を踏まえ、それぞれの観点から、より粒度の

高い議論を行っていくことが重要である。 
 
 

以上 
 
 
 
 
 


